
近江鉄道線の全線存続について（案） 

 

近江鉄道線は、開通以来 120 年余にわたり県東部地域の幹線鉄道とし

て、重要な役割を果たしてきた。 

人口減少やモータリゼーションの進展により、利用者が減少し、民間 

企業の経営努力のみでは事業の継続が困難な状況となっている。 

しかし、各種調査等により、現状において、地域、年代等を問わず、  

通勤、通学、日常生活等において幅広く利用されている貴重かつ不可欠な

地域公共交通であることがわかった。 

近江鉄道線は、福祉・医療、教育、商業、観光等様々な分野において  

多面的な効果を発揮しているとともに、地域の歴史・文化を形成してきた

象徴ともいえる存在である。 

また、人と人が集い、関わり合う社会的結節点であり、まちのにぎわい

創出の核でもある。すなわち、地域住民にとって代替のない交通機関であ

るとともに、地域にとっては将来にわたり欠くことのできない社会資本

であり、安全の確保を最優先としつつ、利便性やサービスを向上させるこ

とにより、その価値や役割はさらに高まる可能性を有している。 

以上を踏まえ、人口減少・超高齢社会においても、県東部地域が魅力と

活力を維持し、向上させながら、持続的に発展していくため、近江鉄道線

は全線存続することとする。 

 

 

 

 


